
成 膜 大 学 理 工 学 研 究 報 告

J.Fac.Sci.Tech.,SeikeiUniv.

Vo1.53No.1(2016)pp.55-68

(活 動 報 告)

成践学園におけるESD(持 続可能な開発のための教育)の 可能性

rESD成 践 フオー ラム2016武 蔵野の 自然 と成践の学 び」 開催記録

小 田 宏 信*1,財 城 真 寿 美*2,宮 下 敦*3

倉 茂 好 匡*4,三 上 岳 彦*5,池 上 敦 子*6

PrOCeedingSOftheESDSeikeiFOrUm2016

"L
ocalenvironmentofMusashinoandeducationinSeikeiGakuen"

HironobuODA*1,MasumiZAIKI*2,AtsushiMIYASHITA*3,

YoshimasaKURASHIGE*4,TakehikoMIKAMI*5,AtsukoIKEGAMI*6

Keywords:ESD,SeikeiGakuen,SeikeiMeteorologicalObservatory

(ReceivedMay31,2016)

1.は じめ に

去る2016年3H26日 に成践大学4号 館ホールにて

「ESD成瞑 フォーラム2016武 蔵野の自然 と成瞑の学び」

と題 したイベントが武蔵野市の後援を得て開催された。

本稿は,同 行事の開催記録である。

まずもって本イベント開催までの経緯を記 しておきた

い。本イベン トの開催の母体となったのは,「学校間連携

強化タスクフォースチーム」である。同チームは,一 っ

の校地の中に小学校から大学院までを擁iする成瞑学園の

一貫教育の魅力をいっそ う高めるべく,学 校間の連携強

化を目指して2015年 度に設置 されたものである。チーム

には,学 校間連携担当常務理事の池上の下,企 画室の上

野剛司主査と平林くみ主査,小 学校および中学 ・高等学

校の校長 ・教頭 ・事務長,大 学からは企画室兼務を命ぜ

られていた小田,環境研究を専門とする財城が加わった。

同チームでは活発な議論がなされ,「知的好奇心でっな

がるワンキャンパス」とい う合言葉が創 り出された。そ
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の第1弾 として企画 されたのが,中 学3年 生が自身の進

路を考えるきっかけとして大学ゼミ ・研究室の活動を体

験する 「中学3年 生×大学ゼ ミ」であった(2015年10～

11.月に8ゼ ミが順次開催)。 また,第2弾 の企画は,齊

藤昭則教授(京 都大学)と 藤原均教授(成 膜大学)の 協

力を仰いで巨大なデジタル4次 元地球儀にさまざまな映

像を映し出す 「オーロラと宇宙」シンポジウムであ り,

会場に集まった小学生,中 高生,大 学生や保護者,教 職

員全員が一体 となって楽 しめる講演 となった(2016年2

月19日)。

そして,「知的好奇心でつながるワンキャンパス第3弾 」

がESD成 瞑フォーラム2016で あった。

ESDと は 「持続可能な開発のための教育」であ り,こ

の10数 年来,国 連教育科学文化機関(UNESCO)が 推進

し,日 本でも文部科学省および関係省庁が推奨してきた

教育理念である。ESDの 理念は,成 践学園の各学校が実

践 してきた教育理念とも親和性が高いと考えられ,ESD

を旗印に,学 園内の学校間連携 と地域連携 を同時的に推

進すれば,成 膜教育の真価を世に問 うことができるので

はないかと考えたのがイベ ント開催のきっかけであった。

しかも,2016年 は成膜学園における理科教育 ・環境教育

の象徴 ともい うべき成瞑気象観測所の開設90周 年にあ

たる年であり,こ のタイミングで開催することに大きな

意義があると考えた。
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2.ESDの 理念 とESD成 践 フオー ラムの構想

「持続可能 な開発のための教育(ESD,Educationfor

SustainableDevelopment)」 とは,人 類が将来の世代にわた

り恵み豊かな生活を確保できるよう,気候変動,生 物多様

性の喪失,資 源の枯渇,貧 困の拡大等,人 類の開発活動に

起因する現代社会における様々な問題を,各人が自らの問

題 として主体的に捉え,身近なところから取 り組むことで,

それらの問題の解決につながる新たな価値観や行動等の

変容をもたらし,もって持続可能な社会を実現 していくこ

とを目指して行 う学習 ・教育活動である(持 続可能な開発

のための教育に関する関係省庁連絡会議,2016)。

「持続可能な開発」というタームは,1987年 にリオデ

ジャネイロで開催 された「環境 と開発に関する国連会議」

でブルントライ トを委員長とする委員会が公表 した報告

書 『われら共有の未来』で用いられた以降,普 及 した言

い回しである。続いて,1992年 に開催された国連環境開

発会議で採択された 『アジェンダ21』 のなかに 「持続可

能な開発のための教育」の重要性が盛 り込まれた。さら

に,2002年 にヨハネスブルグにおいて開催された 「持

続可能な開発に関する世界首脳会議」において,日 本が

ESDの 具体的な推進を提言 したのをきかっけに,2005-

2014年 が 「国連ESDの10年 」に位置付けられ,さ まざま

な実践がなされてきた。2014年11Hに は,ユ ネスコと

日本政府の共催により,名古屋市及び岡山市において「持

続可能な開発のための教育(ESD)に 関するユネスコ世

界会議」が開催 され,こ れは 「国連ESDの10年 」の最終

年を飾 るイベントとなった。

2014年 の世界会議では,「国連ESDの10年 」の後継プ

nグ ラムとしての 「ESDに関するグローバル ・アクショ

ン・プログラム(GAP)」 の開始が宣言され,ESDを めぐ

る世界的な運動は現在,第2ラ ウン ドへ と突入 しており,

日本国内でも教育政策上での取 り組みがますます深ま り

つつある。

ESDの ねらいは,直 接的には,持 続可能な開発に関す

る価値観(人 間の尊重,多 様性の尊重,非 排他性,機 会

均等,環 境の尊重等)の 醸成にあるが,そ れを通 じて,

体系的な思考力(問 題や現象の背景の理解,多 面的かつ

総合的なものの見方),代 替案の思考力(批 判力),デ ー

タや情報の分析能力,コ ミュニケーション能力,リ ーダー

シップなどがESDを 通 じて 「育みたいカ」とされている。

また,学 び方 ・教え方 も従来の教育 とは異なり,① 「関

心の喚起 → 理解の深化 → 参加する態度や問題解決能

力の育成」を通じて 「具体的な行動」を促すこと,② 体

験,体 感を重視して,探 求や実践を重視する参加型アブ

ローチをとること,③ 活動の場で学習者の自発的な行動

を上手に引き出す こと,な どが指摘 されている。 こうし

た観点は,近年の文部行政が求めている「学力の3要 素」

とも大いに重なり合 うものである。

初等 ・中等教育の場においては 「ユネスコスクール」

に加盟する小学校 ・中学校 ・高等学校において実践され

てきた。また,こ うしたユネスコスクールを大学が支援

する体制の構築が求められてお り,そ の役割 を果たすこ

とを自認 した大学はユネスコスクール支援大学間ネット

ワーク(ASPUnivNet)に 加盟している。また,地 域毎に

複数の大学が連携 してESDに 関す る地域拠点(Regional

CentreofExpertiseonESD:RCE)を 構成 し,そ れを国連大

学が認定している。また,大 学によっては,ESD関 係科

目をカリキュラム上に位置付けている場合がある。近年

では企業の社会的責任(CSR)の 一つ としてのESDへ の

取 り組みもみられ,そ の場合に大学に寄附講座 を提供し

ている場合 もある。

上では,ESDの 理念,そ の運動の展開と特徴,仕 組みに

ついてかいつまんでみてきたが,残 念ながら成践学園では

これまで制度的・組織的な取 り組みを外部から意識 される

形では行ってこなかった。 しかし,こ のことは本学園が

ESDに 消極的だったとい うことを意味するのではない。

ESDと い う概念が誕生し,流布 されるずっと以前から,104

年の歴史を有する成瞑学園では小 ・中・高を中心にESDに

相当する取り組みが営々と行われてきたのである。

これまで学園内のさまざまな場所で実践されてきた

ESD的 取 り組みを再発見 し,相 互に結び付けて内外に発

信 していけば,い っそ う意識的にそれらの取 り組みが強

化 され,成 膜教育の真価を再確認できるのではないか。

このことに気づくのに,我 々のチームは長い時間を要さ

なかった。成瞑学園内での地域 ・環境教育を中心とした

体験型 ・参加型の取り組みを小 ・中 ・高 ・大が連携 して

推進 し,武 蔵野市を中心とする地域のさまざまなアクタ

ーとも多様な形態で連携 していく活動を我々は 「ESD成
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膜 フォー ラム」 と仮に命名 し,そ の組織イ メージ を図1

の よ うに描 いた。

3.当 日の プログ ラム と発表内容

上記のような経緯から,ま ずは年度内に行事を開催 し

てみようとい うことにな り,そ の名称を 「武蔵野の自然

と成瞑学園の学び」に定め,開 催 日を 「建学の 日」にも

近い,年 度末の土曜日である3月26日 に設定 した。武蔵

野市から後援名義も頂戴し,企 画室の上野主査によるデ

ザインでポスターも完成した。

表1に,当 日のプログラムとタイムテーブルを示す。

冒頭で小田より趣 旨説明を行った後,第1部 では 「持続

可能な社会づくりのための成膜学園の学び」とし,各 校

の取 り組みを紹介し合 う場とした。後半の第2部 は,「成

膜気象観測所の90年 と武蔵野の気候環境変化」として3

報告からなるシンポジウム形式とした。

ESDl[du(・ ・1・・)f・・su～tainabl・D・v・1・pme・ ・)成 践 フ ォ ー ラ ム
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オーガナイザーの一人の小 田か らの趣 旨説明 を再録す 図2広 報 用チラシ ・ポスター

れば次の通 りであ る。

本 日は ご来場いただきあ りが と うございます。私は,今 日の行事 は,成 膜学園の104年 の歴史 の中で,お

本 日のイベ ン トの世話人を努め させていただいてお りま そ らくは初 めての試 みにな ろ うか と思います。 小学校 か

す,大 学経済学部の小 田と申します。 よろ しくお願いい ら,中 学,高 等学校,大 学までの成膜 学園の全ての学

た します。 校 の構成員 が,一 つ の会場 で,一 つのテーマに沿ってプ

表1ESD成 践 フォー ラム2016の 進 行表(所 属は開催当 日現在)

1司 会進行・財城購 美(経済学部繊 授)1

予定開始時刻 テー マ 所 属 氏 名

13:00 趣旨説明 経済学部教授 ・学園企画室 小田 宏信

【第1部 】 持続 可能 な社会 づ くりのた めの成踵 学園 の学 び(13:05～14:30)

13:05 小学校における栽培活動 小学校教諭 ・教務部主任 林田 真治

13:15 中学1年 夏の学校における湿原観察について 高校2年 生
齋藤理紗子

渡邉 栄太

13:25 中学自然科学部の活動について(ポ スター紹介) 中学3年 生
鈴木 裕太

稲留 直紀

13:27 高校生徒会の活動 「社会、地域と向き合って」 高校2年 生
近藤 宜伸

山崎衣里子

13:37 大学学生環境委員会 「桃球」の活動
文学部2年 生

経済学部2年 生

石川 将吾

加藤 歩実

13:47 大 学学 生ボ ランテ ィア本部 「Uni.」の活動
経済学部2年 生

文学部2年 生

立花 友里

高橋冴衣子

14:57 大学理工学部システムデザイン学科の地域連携 理工学部教授 小川 隆申

14:07 コメ ン ト1 武蔵野市環境部長 郡 護

14:17 コメ ン ト2 宮城教育大学教授 小金澤孝昭

14:27 休憩アナウンスおよびポスターの案内

● 休憩&ポ スタータイム ●

【第2部 】成瞑気象観測所の90年 と武蔵野の気候環境変化(14:45～16:40)

14:46 講演1「 成腰気象観測所90年 の歩み」 成腰高等学校教諭 宮下 敦

15:16
講演2「 成膜中高の理科教育と成膜気象観測所

～ 成膜環境教育の礎はなにか?～ 」

滋賀県立大学副学長 ・環境科

学部教授
倉茂 好匡

15:46 講演3「 変わ りゆく東京 ・武蔵野の気候環境」 首都大学東京名誉教授 三上 岳彦

16:16 質 疑 応 答

16:37 閉会の辞1学 園常務理事/理工学部教授1池 上 敦子
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レゼ ンテーシ ョンします。

ここで言います 「一つのテーマ」とい うのは,「ESD」

で す。ESDと い うのは,こ の10年 来,ユ ネ ス コ=国

連 教育科学文化機 関が推進 してきた教 育理 念です。ESD

は 「持続 可能な開発のための教育」 と訳 されます。一言

で言 えば,ESDと は,持 続可能 な社会 をつ くるための担

い手づ く りです。

この概 念を限 られた時間で ご説明す るのは難 しいので

すが,持 続 可能性 の基礎 として,世 代 間の公平,地 域間

の公 平,男 女間の平等,社 会的寛容,貧 困削減,環 境の

保 全 と回復,天 然資源 の保 全,公 正で平和な社会 とい っ

たキー ワー ドが掲げ られています(「国連持続可能な開発

のための教育の10年 」関係省庁連絡会議,2006)。 ま た,

ESDを 通 じて育み たい能力 として,「 自分 で感 じ,考 え

るカ」,「問題 の本質を見抜 く力 ・批判す る思考力」,「気

持ちや考えを表現す る力」,「多様な価値観 を認 め,尊 重

す るカ」,「他者 と協力 して物事 を進 めるカ」,「地域や国,

地 球の環境容量を理解 す る力」,「自ら実践す る力」な ど

といった ことが指摘 されています(ESD-J,2006)。

Thinkglobally,actlocally。 これ もESDの 重 要理念の一つ

です。 世界を識 ることで 自分の足元の場所で何 をすべ き

かがわか り,逆 に ローカルな場で活動,実 践 してみて初

めてグ ローバルな理解 につながってきます。

「伝 統に立脚 し,未 来を考 えよ」 とい う格言 を残 した

のは,学 園の創 立者,中 村春二先生ですが,私 た ち,今

回の運営チームは,本 学園の伝統に照 ら して,私 た ちが

これか ら打ち出すメ ッセージ して,何 が一番 よいのか考

えま した。そ うす る と,ESDの 理 念 が成膜 学園の百年の

教育実践 と見事に適 合す ることに気がつきま した。

「真我 の開発」。これ も中村春 二先生 の言葉 です。自我

ではな く真 我。人のため,世 の 中のため に尽 くそ うとい

う心の奥底の尊い心をいかに呼び起 こすべ きか とい うこ

とです。

「君,よ く樹を見な さい,枝 が一っ一っ違 うだ ろ う。

空を見な さい,雲 も毎 日毎 日違 うだろ う」。これ は,成 瞑

小学校 の教諭 であった清水晴男先生の発 した言葉です。

まずは,大 きな心,大 きな視野で物事 を観察す ることか

ら始めな さい とい うメ ッセージで した。

1925年(大 正14年)。 成瞑学園が武蔵野の地 に移転

した翌年 です。 この年,7年 制の 旧制成瞑高等学校が発

足 しま した。 そ して,同 じ年,加 藤藤吉先生 による気象

観 測がスター トしま した。観 測や実験 を重視 した成膜理

科教育の伝 統 もここに始ま ります。

今 年度は,旧 制成膜 高等 学校創 立90年,そ して成膜気

象観 測所創 立90年,成 瞑小学校創立100年 にあた りま

す。こ うした節 目をきっか けに,ESDと い う観 点か ら成

膜学 園での学 びを考え,ま た,武 蔵 野の環境変化につい

て,と もに学 びたい と思います。

つ な ぐ。 これ も,ESDの 重 要 なキーワー ドです。ESD

を旗 印に,小 学校 も,中 学校 も,高 等学校 も,大 学 もつ

ながる。 そ して,武 蔵 野地域 にお住 まいに皆 さま,さ ま

ざまな市民団体の皆 さま ともつながって くる。 世代 を越

えてつ ながる中で,新 しい発見が もた らされ る。今 日は,

そ んな ことを狙 い としたイベ ン トです。 最後までお付 き

合 いいただけれ ば幸いです。

3.2第1部 の報告概要

「第1部 持続可能な社会づくりのための成瞑学園」

では,最 初に成膜小学校教務部主任の林 田信治教諭から

小学校の栽培活動の取り組みについて紹介いただいた。

栽培活動は成瞑小学校を特色づける取 り組みの一つで

あるがその起源は古く,小 学校の設立時の趣意書にすで

に 「児童にも草いじりをさせ,小 さい鍬 をもたせて草花

や野菜の簡単な世話をさせ る」とい うことが記され,創

立当初から 「園芸」がカリキュラム上に位置づけられて

いた。その後,1962年 には 「園芸」が廃止されるものの,

1・2年 生の生活学習の中に引き継がれ,さ らに1991年

は総合的な学習の時間である 「こみち科」の授業の中で

行われるようになった。今 日でも,全 学年を通じて,こ

みち科 と理科において,① 作物を大きく育てるために行

う日常の作業によって,農 作業の大変さを実感 し,作 物

のありがたさを知 る,② 野菜の成長を観察し,そ れを記

録することにより多くの発見をする,③ 収穫してその喜

びと自然の恵みを味わ う,3点 を主な目的に実践されて

いる。

都
会

の
生
活
は
児
童
教
育
上
種
々

な
る
弊
害
を
受
け
て
い
ま
す
ゆ
え
、

自
然
と
親
し
み
広
大
な
自
然
か
ら
よ

い
感
化
を
う
け
し
め
る
様
に
種
々
の

指
導
諸
般

の
設
備
を
す
る
つ
も
り
で

す
。
即
ち
児
童
に
も
草
い
じ
り
を
さ

せ
、
小
さ
い
鍬
を
も
た
せ
て
草
花
や

野
菜

の
簡
単
な
世
話
を
さ
せ
、
小
鳥
、

鶏
、
羊
豚
等
に
親
し
ま
せ
ま
す
。

七

田
園
生
活
を
味
わ
せ
る
こ
と

資料1私 立成践小学校設立趣旨より

2番 目に登壇 したのは,中 学1年 「夏の学校」のヘル

パーを担当した高校2年 生の齋藤 さんと渡邊君であった。
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図2第1部 の会場風景

中学1年 生の夏の学校は,7H中 旬に長野県茅野市の車

山高原にて3泊4日 の 日程で行われているが,第2日 目

の午前中が班行動による八島ヶ原湿原散策にあてられて

いる。散策ルー ト上の7か 所にチェックポイン トを配置

し,そ こでは高校生ヘルパーによって測定やクイズを伴

った重要事項の説明がなされる。発表者の2人 からは,

ヘルパーを担当した時の概況説明と湿原に生息するさま

ざまな生物の紹介があった。

3番 目の登壇者は中学 自然科学部の部員で中学3年 生

の鈴木君と稲留君によるポスター展示の紹介であった。

鈴木君からは 「成瞑中学校林苑の野鳥の観察記録報告」,

稲留君からは 「緩歩動物門(ク マムシ)に おけるクリプ

トバイオシスの研究皿～窒息仮死(低 酸素耐性)に つい

て～」の研究概要が紹介された。中学校の林苑でオオタ

カが観察されること,ク マムシを自ら飼育 し観察 してい

ることなど,参 加者は驚嘆するばか りであった。

続いて,高 校生徒会会長の近藤君(高 校2年 生)と 同

副会長の山暗さん(同)に よる高校生徒会による校外活

動の紹介があった。「社会,地 域 と向き合って」と題され

たプレゼンテーションでは,「朝の吉祥寺清掃活動」の企

画と実践,明 星学園高校生徒会主催の 「スポーツGOMI拾

い」への参加,あ しなが学生募金およびユニセフに基づ

く吉祥寺駅前や井の頭公園での募金活動,認 定NPO法 人

FTCJ(フ リー ・ザ ・チル ドレン ・ジャパン)の ミンダナ

オ島の子供たちに支援物資を送る活動への参画,東 北復

興支援活動の各取り組みが紹介 された。なかでも東北復

興支援活動は興味深 く,岩 手県宮古市田老地区の仮設商

店街 「たうちゃんハ ウス」で成践高校生手作 りの 「田老

×成膜 夏祭 り」が催され,田 老地区在住の子供たちとの

素晴らしい交流を伺い知れた。

・ ＼

ノ/』

図3「 田老×成践 夏祭 り」で寄せ られたメッセージ

小中高からの発表に続いて,第5～7報 告までが大学

からの発表で,学 生環境団体 「桃球」,学生ボランティア

本部Uni.,理 工学部システムデザイン学科の 「吉祥寺プロ

ジェク ト」の紹介がなされた。

これ らのうち,学 生環境団体 「桃球」は,本 学が環境
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活動に力を注いでいく中で,大 学区域環境委員会の下部

組織としてEMS活 動を支援すべ く2006年7Hに 発足 し

たものである。その活動実績は10年 になろうとしてい

る。桃球からは文学部2年 生の石川将吾さんと経済学部

2年 生の加藤あゆみさんが登壇した。そこでは,① 楽 し

く環境活動をする,② 環境に良い活動をする,③ より多

くの人を巻き込んだ活動をする,と い う3つ の 目標が示

された上で,ゴ ミ分別活動などの学内環境保全,大 学1

号館建物へのゴーヤのグリーンカーテンの植栽活動,エ

コバスツアーなどの活動が紹介された。

学生ボランティア本部Uni.は,2009年6月 に設立され

て以来7年 めを迎えた学内最大規模の学生団体である。

教育,環 境,国 際,地 域,福 祉の5チ ームより活動を行

っているが,当 日は,経 済学部2年 生の立花由里さんに

環境チームの,文 学部2年 生の高橋冴衣子さんに地域チ

ームのそれぞれ活動紹介をお願いした。環境チームか ら

は,井 の頭公園,七 里ヶ浜,富 士山五合 目などでの清掃

活動と,学 園至近の木の花小路公園での保全活動,地 域

チームからは,吉 祥寺ハモニカ横丁での案内ボランティ

ア(ハ モニカ・プロジェク ト)や境山野緑地の保全活動,

武蔵野農業ふれあい村での収穫 ・販売実践(農 業プロジ

ェクト)な どが紹介された。

理工学部システムデザイン学科の 「吉祥寺プロジェク

ト」については,同 学部の小川隆申教授より報告があっ

た。同プロジェクトは本学の推進 してきた地域連携型プ

ロジェク ト授業の一環である。2011年 度に吉祥寺東町通

過交通問題に取 り組み,学 生50名 による交通流調査と

分析の上,沿 道住民に向けた発表会を行ったのを始ま り

に している。その後,武 蔵野市 ヒー トアイラン ド調査

(2012年 度),打 ち水の定量的評価(2012～13年 度),大

学6号 館環境設備の定量的評価(2014年 度),市 民のご

み捨て利便性を図る 「ごみアプ リ」開発(2014年 度～)

といったプロジェクトが実施されてきた。これらの成果

は,新 聞各紙で報道 されたほか,JSTサ イエンスチャンネ

ルでも紹介された。

3.3第1部 に対するコメン ト概要

以上の学園内の構成員からの発表に対 し,武 蔵野市環

境部長の郡護氏と,宮 城教育大学教授の小金澤孝昭氏よ

り貴重かつ有益なコメン トを頂戴 した。郡氏には成瞑大

学のプロジェクト型授業の運用等でたいへんお世話にな

っているばか りか,本 学と市の連携の有力なパイプ役を

果たして下さっている。また,小 金澤氏は国連大学サス

テイナビリティ高等研究所客員教授を併任 してお り,日

本におけるESDの 推進者のお一人である。小金澤氏と成

膜学園との関わりも深 く,1981年 度に成膜高等学校に地

理の非常勤講師として出講いただいたほか,現 在では,

成険大学の全学教育科 目で 「地域理解 トピックス(地 域

づ くりの時代)」などの科 目,同 教職課程で 「地誌学」を

ご担当されている。

まず,郡 氏からは,以 下に示すような点を骨子とする

コメン トをいただいた。

〉 設立時にすでに田園生活の実践を目標 としていた小

学校の栽培活動の長い歴史は驚きであった。

〉 高校生が中学生の行事をサポー トするとい うところ

に示されているように,小学校から大学院までを設置

する教育機関 としての厚み,凄 みを感 じた。

〉 中学自然科学部の活動報告にあった,オ オタカにして

もクマムシにしても自然界最強 とい うことができ,中

学生の段階でこ うしたことに興味を持ちそれを究め

ようとする姿勢は非常に重要である。

〉 高校生徒会の活動は,「地域に愛される成膜」にして

いく,生徒たちにとって武蔵野を一生忘れられない街

にしていくとい うばか りでなく,地 域を通じて世界 ・

社会を見る眼差 しを培っていくとい う意味で非常に

意義深い。

〉 「桃球」のゴミ分別について言えば,多 摩地域の自治

体は全国 レベルでも最も分別に厳 しい。域内で処理し

きれずに北海道にまで依頼 しているゴミもあるから

である。こうした見方をすることによって,視 野はナ

ショナルにもグローバルにもつながってくる。

>Uni.の 木の花小路公園や境山野緑地の保全活動は,市

民グループ との協働 とい う意味でも興味深い事例で

あるが,こ こでも地域での取 り組みとい うものが世界

大の視点につながってこよう。

〉 成膜学園におけるESDの 今後の展開について大いに

期待 したい。

一方
,小 金澤氏からは,日 本及び世界におけるESD運

動の展開,ESDの6つ の構成概念を説明していただいた

上で,ESDで 育みたい能力 ・態度 として,① 批判的に考

える力,② 未来像を予測 して計画を立てる力,③ 多面的

に総合的に考える力,④ コミュニケーションカ,⑤ 他者

と協力する態度,⑥ つなが りを重視する態度,⑦ 進んで

参加する態度の7点(角 屋,2012)が 指摘された。その

7つ の観点から,同 日の各報告の特徴を下表のようにお

示 しいただいた。
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表27つ の観点か ら見た各報告の位置づけ

理
工
学
部
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
型
授
業

○

◎

◎

○

◎

○

○

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
本
部
地
域
チ
ー
ム

○

◎

○

◎

◎

◎

○

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
本
部
環
境
チ
ー
ム

◎

○

○

○

○

△
饒

大
学
「
桃
球」

◎

◎

○

◎

△
醗

高
校
生
徒
会

◎

◎

◎

○

△
甑

中学

自
然
科
学
部

◎

○

◎

○
縮

中
学
夏
の

学
校
ヘ

ル
パ

ー

◎

○

◎

○

◎

小
学
校
栽
培
活
動

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①思考,② 企画,③ 観 察 ・総合力,④ コ ミュニケーシ ョ

ン,⑤ 協力,⑥ 連携 ・つなが り,⑦ 積 極性

小金澤氏からは上記のような整理の上で,そ れぞれの

取 り組みの重要性が指摘された。最後に,今 後の成瞑学

園におけるESDの 推進に向けて,一 つには各主体が意識

的に 「ESD力」を高めるように努力すること,も う一つ

には,小 中高大間の連携と地域との連携の両輪から確固

たるネットワークを構築していくことが必要であるとい

うことが提起された。

3.4第2部 の概要

後半の第2部 は,成 瞑学園における気象観測の歴史の

90周 年を記念して 「成膜気象観測所の90年 と武蔵野の

気候環境変化」と題 した講演会とした。

講師としてまず学園内から気象観測所所長を務める成

瞑高校教諭の宮下敦氏に登壇いただき,成 瞑気象観測所

90年 の沿革 と意義についてお話 しいただいた。続いて,

成膜気象観測所の前所長であ り,現 在は滋賀県立大学環

境科学部教授で同大学副学長の倉茂好匡氏に,同 大学で

の実践を交えつつも同氏の成膜中学 ・高等学校教諭時代

の理科教育実践を回顧していただき,成 膜学園における

地域 ・環境教育に対する貴重な示唆を頂戴 した。最後に

お2人 目のゲス トスピーカーとして,首 都大学東京 ・名

誉教授の三上岳彦氏に登壇いただいた。三上氏は 日本に

おける都市気候学の権威であ り,氏 からは成瞑気象観測

所の気候 ・気象学上の意義,そ して,同 観測所の経年デ

一タをも用いて東京 ・武蔵野の気候環境変化について解

説いただき,あ わせて緑地などの 「クールアイランド」

がヒー トアイランド現象を抑制する効果についてご披露

下さった。

以下4～6で は,第2部 の講演者からお寄せいただい

た講演要 旨を掲載 したい。

4.成 践 気象観 測所90年 の歩み

宮下 敦

4.1は じめに

成瞑気象観測所のはじまりは,大 正14年(1925年)に

旧制成険高等学校理化教諭 として赴任 された加藤藤吉先

生が,生 徒とともに始めた気象観測に遡 ります。平成27

年(2015年)ま での観測で,観 測開始から90年 を経過 し

ました。20世 紀に開始 された観測が,世 紀を越えて継続

されたことになります。この間に蓄積 されたデータは武蔵

野の環境変化を正確にとらえており,成瞑中学校高等学校

では,これを利用 した理科および環境教育教材として利用

されています。成瞑学園では,古 くから持続可能な開発の

ための教育(ESD)の ための基礎が作 られてきています。

本稿では,そ の一端を紹介することにします。

4.2成 践気象観測所のはじまり

成膜学園における気象観測は,旧 制成瞑高等学校物理

科教諭であった加藤藤吉氏と有志生徒によって始められ

ました。その成果は成瞑の理化教育の基礎 として多くの

成険生に影響を与えました。当時は,旧 制高等学校の生

徒たちに,長 期休暇も含めて通年を通じて当番 を割 り当

て,授 業中であっても午前中の定時(開 始当時は午前10

時)に 観測が行われました。 これは,第 二次世界大戦時

の戦時下の空襲が続 く中でも継続 されました。加藤氏自

身 も気象観測の保守のため,家 族旅行 もほとんどしない

生活を送っておられたとのことです。

図4初 代所長T加 藤藤吉氏(徳 永重茂氏提供)
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加藤氏の学校気象観測の狙いは,生 徒たちの手で,正

確かっ継続的に自然現象を測定することにあ りま した。

しかし,気 象観測データは他の観測点と比較することに

よって意味を持ちます。そこで,観 測には気象庁検定測

器を用い,観 測方法も気象観測方に忠実に行いま した。

戦時下の1941年 から1976年 まで東京管区気象台区間観

測所(吉祥寺観測所)に 指定されていたことも幸い して,

公的な気象観測データと比較可能な気象データセッ トが

蓄積 されました。

4.3成 践気象観測所の発展

日本の高度成長期になると,大 学受験競争が厳 しくな

ったこともあって,生 徒主体の定時観測は次第に行われ

なくな りましたが,観 測は加藤氏と理科実験助手の方々

によって継続 されました。昭和34年(1959)に 加藤氏の

本務退職後,観 測を続けていくための施設 として,「成瞑

天文気象観測所」が設けられました。

以後,地 学科教諭内田信夫氏と同 ・倉茂好匡氏,同 非

常勤講師 ・中井睦美氏,成 瞑大学大後美保氏,元 成跨ミ小

学校教諭竹内丑雄氏および歴代の観測助手などの手で受

け継がれて現在に至っています。この間,生 徒たちによ

る観測は行われなくな りましたが,成瞑学園の援助の下,

長期記録をとるための観測装置の更新や観測露場の保守

などが続けられ,よ り安定したデータ取得ができる環境

が整えられました。

また,毎 年の観測データは 「年報」として報告 してお

り,逐次刊行物 として登録 されて公表 されてきています。

これとは別に,10年 毎に,開 始からのデータを整理 して

「10箇年報」,「20箇 年報」…「80箇年報」として刊行さ

れ,こ れが気象や都市気候の研究機関 ・大学等に配布さ

れてきました。さらに,成 瞑学園のある武蔵野市にも毎

年データを提供し,市 制統計や環境保全の資料として利

用されています。

4.4成 践気象観測所の現在

成膜気象観測所では,教 育を目的としているため,気

象庁のAMEDAS導 入後も従来の目視計測を主体 とした

器機を用いてきました。しかし,こ の方法では,観 測デ

ータの時間密度などの観点から,気 象庁データと直接比

較ができなくなることが懸念されました。

このため,中 高管理棟の改築により機器に影響が出る

可能性があったために,こ れを機に,1994年 に大田計・器

(株)製OTAC-2000自 動観測装置が導入され,従 来の観

測法と平行 して,AMEDASに 準 じるデータ取得が可能と

な りました。 これに対応して,パ ーソナル ・コンピュー

タを用いてリアルタイムでデータ表示ができるようにな

っています。 さらに,こ れ らのデータはインターネット

上でも公開され,成 瞑気象観測所ホームページやTwitter

等のSNSを 利用 して,地 域の方たちにより細かい気象情

報を提供 しています。

また,生 徒による観測は前述のように一時,途 切れて

いましたが,自 動観測装置の安定運用により,従 来の目

視観測装置を生徒観測用 として使用するができるように

なり,1997年 か ら試行的に高校生による観測を再開し,

2002年 からは昼休みを利用 した中学校1年 生による観測

体験実習が復活 しました。以降,成 瞑 中学校卒業生は,

ほとんど全員が気象観測体験を持つことにな りました。

高等学校では,気 象観測データを利用して,高 校生自身

が自ら学んでいる場での,90年 間の環境変化 を解析 して,

その原因を考察す る教材が複数開発 され,授 業で使われ

ています。

20

18

隼16

禦運

14

乙

12

Annualmeantemperature(1926・2015}

SeikeiMeteorologicalObservatory

y=0032x-4743
R2=0798

「電

・
一'
●

.

「

●

●
'
●

一'
●'

・

・

で
・
'一

●

●
一

●

噌

●

レ
●一
・

●

●

'
●
一匹

・

●
一

●

●

`
レ

.

●
・
●

一

●

●

,

.
t●

一
・
♂

・

三で
●

●
噺

●

一
●

●

'

●

一

●

●

・鼻
♂

'

●
∫
'
♂

・・

ノ

.

●

「,

10

19201930194019501960197019801990200020102020

西 暦年

図5成 践気象観測所データに基づく平均気温推移
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図6成 践学園からの年間視程 日数の推移

4.5都 市気候データ

90年 間にわたるデータは,地 上気象観測法に基づき厳

密に行われ,細 心の注意を払って一貫性が保たれるよう

に配慮 されています。例えば,学 園内で観測露場の移転

する場合や,新 たな観測機器導入の場合は,必 ず,前 後

に平行観測によるデータの接続性の確認 を行っています。

従って,成 膜気象観測所のデータは武蔵野における気温
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等の平年値を与える他,東 京近郊の都市気候の変化を示

すものです。特に富士山と東京タワーを目標とした視程

観測,結 氷の厚さの計測の観測は本観測所独自のもので

す。

4月20日
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3月31日

3月26日

3月21日

3月16日

3月11日

3月6日
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図7成 践 学 園 に お け る 桜 の 開 花 日 の 推 移
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図8成 践学園における冬季結氷厚の推移

気温や桜の開花 日,結 氷厚さの観測データでは,東 京

都下のヒー トアイランド現象の進行がよく分か ります。

また,富 士山,筑 波山,お よび東京タワーの視程観測で

は,公 害対策の効果による視程の回復や,ヒ ー トアイラ

ンド現象の進行による乾燥化による可視 日の増加が観測

されています。

環境変化の指標 としては,他 に降水pHの 測定も行って

います。降水pHの 観測は,1960年 代から成瞑小学校の竹

内丑雄博士による観測が行われていま した。竹内氏の観

測と比較して,近年の変化を見るために1992年 頃から生

徒たちの手によって測定が再開され,現 在は成瞑気象観

測所が引き継いで観測を行っていて,20年 以上にわたる

継続的なデータが得られています。

4.6成 践気象観測所の今後

猛暑 日の増加などにみられるように,地 球温暖化に加

えて,東 京都心部を中心としたヒー トアイランド現象の

進行による高温化,お よび,そ れらに起因する気象現象

の極端化に対応 して,2015年 からは新たに黒球温度計に

よる観測を開始 し,熱 中症等の予防のための情報提供を

開始 しました。 こうした情報を活かして,成 瞑気象観測

所の活動は,学 内のみならず,地 域のかたたちの健康管

理や,緑 化 による環境改善などのESD活 動の普及に役に

立っ ことが期待 されています。

5.成 践 中高 の理 科教 育 と成践 気象観 測所

一 成践 環境教 育の礎 はなにか?

倉茂好匡

5.1は じめに

ESD成 瞑フォーラム2016に 関西の大学の副学長が登

壇 して 「いったい何すんねん」と思われる方もいらっし

ゃるかと思います。そこで,私 の学歴 と職歴についてご

説明します。

私は,1971年4.月 に成膜中学校に入学しました。中学

高校 と成瞑で過 ごし,1977年4月 に北海道大学に入学,

理学部地球物理学科に進学し,1981年 には北海道大学大

学院修士課程に進み,1983年3月 に修了しています。そ

の後,1989年4月 に北海道大学大学院博士後期課程に入

学 し,1992年 に修了しています。

私の学歴には,1983年 から1989年 に問にブランクが

あります。そこで,職 歴を紹介 します。私は,1983年4

月から1989年3.月 まで,つ ま り学歴のブランクの間に成

膜中学高等学校の教諭 として勤務 していました。担当教

科は地学 と物理でした。その後,大 学院博士後期課程修

了後,北 海道大学の助手を経て,1998年10月 から滋賀

県立大学に勤務 しています。滋賀県立大学では環境科学

部に所属 し,2015年3月 までは大学の環境科学教育の最

前線にいました。

つまり,私 は 「成瞑中高で学んでいた人」であ り 「成

膜中高で教えていた人」であ り,さ らに 「大学で環境教

育に携わっていた人」であるわけです。そこで,今 日は

この3つ の経験に基づいてお話 しを進めていきたいと思

います。

5.2大 学 での環境教 育

滋賀 県立大学環境科 学部 は,日 本で初 めて 「環境科学」

を学部名 に冠 した学部 です。1995年 の 開学当時 よ り,環

境科学部 ではフ ィール ドワー ク教育を重視 しています。

暴風や雷 な どの危 険がない限 り,ど んな天気の ときに も

野外 に連れ 出 します。そ こで,「 なにか をフィール ドで見

つ け させ る」,「見つけた ことを発表 させ る」,「ま とめた

ものを レポー トとして書かせ る」 ことを一貫 して行って

います。このため,「 環境 フィール ドワー ク1」 と 「環境

フ ィール ドワークII」 の2科 目が学部必修 科 目として配
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置され,学 部教員は1・IIの いずれかを担当しなくては

いけないことになっています。また,こ の授業運営のた

めに 「環境フィール ドワーク委員会」が学部内に常設さ

れ,月 例で会議を持っています。

しかも,1ク ラスの授業運営には3名 から5名 の教員

があた ります。その場合,必 ず複数学科の教員が配置さ

れます。 この人事権も環境フィール ドワーク委員会が握

っています。授業のテーマもさまざまです。詳 しくはホ

ームページをご覧ください。

大事なことは,授 業運営を 「個人任せ」にしないこと

です。授業運営のための委員会を設置 し,授 業運営上の

情報交換を行っています。また,授 業担当者を集めた会

議を年に複数回持っています。各自の教育活動も,常 に

他の教員の目に触れるようになっています。このような

組織的対応を行わない限 り,大 学での環境フィール ドワ

ークの授業は長続きしません。滋賀県立大学で開学以来

20年 にわた り授業を続けることのできた最大の要因は

「個人任せの排除」にあったといっても過言ではあ りま

せん。

5.3私 が受けた成践中高理科教育

では,私 が中学高等学校時代に成膜で受けた理科教育

に話を移 します。中学では,化 学を桑本先生,塩 入先生,

吉川先生に,生 物を上田先生と小野先生に,物 理を栗原

先生と近藤先生に教えていただきま した。そのときの印

象は 「とにかく実験と観察が多い」ことで した。化学で

は水素の実験,酸 素の実験,塩 素の実験など,実 に多く

の実験があ りました。生物では,顕 微鏡での観察などあ

た りまえで,そ のほかミミズやらカエルやらの解剖もあ

りました。物理でも,電 気回路の実験やらバネの実験や

らレンズの実験やら,と にかく実験だらけでした。

高等学校では,流 石に座学が増えま したが,そ れでも

結構な量の実験や観察があ りま した。地学の内田先生の

授業では,岩 石薄片作成やら偏光顕微鏡観察などが,生

物の大内先生の授業ではシ ョウジ ョウバエの遺伝実験な

どが,ま た化学の長谷川先生の授業では錯体の実験な ど

が行われました。錯体の実験では,シ アン化カ リウムま

で扱 うのですから,た いしたものです。ただ,物 理だけ

は演示実験が多かったのを覚えています。でも 「本物に

触れさせ る」,「実物から学ばせる」ことは徹底されてい

たと思います。

ところが,野 外での自然観察を行った記憶はあま りあ

りません。唯一覚えているのは,中 学2年 の 「山の学校」

で,池 の平湿原で上田先生が生徒を集めてオオシラビソ

の説明をしていたことくらいです。ところが,私 の班は

上田先生の解説を聞こうともせず,横 を素通 りしてしま

いました。それに,素 通 りしても 「おとがめなし」でし

た。

成膜気象観測所の観測 も,当 然のように行われていま

した。でも,そ のデータが教育に使用されていたとは,

お世辞にも 「いえない」状態でした。

5.4成 践中高教諭時代の教育活動

1983年 に成膜中高に赴任 しました。びっくりしたこと

に,中 学1年 に 「地学」があ りました。前任の内田先生

から伺った話では,国語の岸田先生か ら「地学は中学生,

特に中学1年 生が興味を示す内容だ。ぜひ中学1年 に地

学を配置 したい」との勧めがあったそうです。

たしかに,中 学1年 生が示す 「好奇心」は強いもので

した。岩石や化石などを主に扱っていたのですが,目 を

キラキラさせて授業を受けてくれました。でも,大 学時

代に地球物理を学び,野 外測定をひたすら行っていた私

は,生 徒たちを野外へ連れて行きたくてしかたあ りませ

んでした。それ も,自 分にとっての 「不得意分野」であ

る 「化石採集」に生徒を連れて行きたいのです。生徒た

ちが化石を見るときの目の輝きが忘れられないからです。

そこで内田先生に 「どこか良い ところはあ りません

か?」 と相談 した ところ,「秩父のヨウバケがいいだろう」

という即答が帰ってきました。早速,内 田先生と一緒に

下見に行き,化 石がゴロゴロと産出することを確認 した

うえで,当 時の北川教頭に 「生徒を化石採集に連れて行

きたいのですが」と申し出ました。北川教頭からは 「家

庭 としっかり連絡を取ってや りなさい」との指示をいた

だきました。

いま考えると,北 川教頭のこの即断は 「すごい」と思

います。厳 しい管理者ならば 「個人で生徒 を野外に連れ

出すのはまかりならん」くらいのことを言 うでしょう。

でも,成 膜の風土ではこれがない。北川教頭は国語の先

生でしたが,理 科教育に対しての姿勢は 「本物に触れさ

せろ」なのですから。成瞑の理科教育の歴史がなせ る業

なのでしょう。

それで,当 初は生徒をつれてヨウバケに行っていまし

た。そのうち,東 京私学協会の地学研修会で 「ヨウバケ

でのハンマー使用は禁止である」,「そのかわ り,荒 川の

大渕ならばハ ンマーをいくら使ってもいい」ことを知 り

ました。 しかも,ヨ ウバケよりも大渕のほ うが行きやす

いのです。西武鉄道 と秩父鉄道 とを利用すれば連れて行

けるので,大 渕を知ってからは,毎 年 ここを訪れるよう

になりました。

毎年,中 学生に声をかけると,か ならず十数人の生徒
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が応募してきました。その中には,い つも成績が低迷 し

ている生徒も交じっていました。ところが,そ うい う生

徒が目を輝かせ,か つものすごい集中力で化石を採取す

るのです。採取後の鑑定作業などにも積極的に取 り組む

のです。それだけすごい作業をやってのけるのに,教 科

成績は悪い。成績評価では,生 徒の能力の一部 しか見て

いないことを思い知らされました。

図9中 学生の化石採集(1980年 代,皆 野町大渕にて)

そ うなると,私 の 「悪乗 り」は加速 しだします。「成績

評価では点数の悪い生徒たちにも,自 分たちの成果を公

表させて自信をつけさせたい」と考え,ち ょうど中学文

化祭の内容を総点検していた時期でもあったので,彼 ら

彼女らをたきつけて,文 化祭で発表させま した。その翌

年には,東 京私学協会の 「理科研究発表会」で発表させ

ました。田代君,染 谷 さん,阿 南君,行 橋さん,嶋 田君,

梅原 さんなどなど,個 性的でやる気のすごくある生徒た

ちが見事に成し遂げてくれました。

私の 「悪乗 り」は,ま だまだ続きました。1986年 には,

ハレー彗星が接近しました。そ うなると 「ハレー彗星観

望会」をや りたくな ります。そのころの地学助手の川井

さんが,高 校天文部OBの 感化をうけて天文観測にのめっ

ていたこともあ り,彼 の協力を得て 「観望会」を開催 し

ました。 日によっては,ベ ロベロに酔っぱらった教頭が

深夜に乱入してきて往生したこともあ りましたが…。

でも,私 が行えたことは,こ こまでで した。野外観測

や天体観望会を 「理科」とい う教科の中で組織的に行 う

ことはできませんでした。すべては私の個人プレーだっ

たのです。参加する生徒も 「サークル的」なものにとど

まってしまい,正 課の教育で行 うところまではたどりつ

きませんでした。

5.5お わりに

最近の成膜中学校では,夏 の学校で 「自然観察」が行

われ,これを高校生がサポー トしています。「野外観察会」

も理科とい う教科の催しになっています。生徒による気

象観測 も行われ,ま た観測データが高校の授業で利用さ

れています。宮下先生をはじめ,理 科の先生方のご尽力

があったからこそ,ま たそれを学校が認めたからこそだ

と思います。私が個人プレーで行っていた内容など,ま

ったくお恥ずかしいものでしかありません。

大学でもさまざまな活動がなされています。でも,次

の点だけは点検 してみてください。単なる 「サークル活

動」になっていませんか?活 動内容を 「報告する ・発

表する」する機会が保障されていますか?こ れらの活

動をサポー トす る組織が学園の中にあ りますか?特 定

教員個人の努力に頼っていませんか?さ らに進んで,

正課授業の中に 「地域課題に取 り組む」科目を導入しよ

うとしていますか?そ れをサポー トするスタッフを確

保 していますか?私 が滋賀県立大学で経験してきたこ

と,ま た他大学で 「環境フィール ドワーク教育が長続 き

しない」現状を見ているだけに,非常に気になるのです。

成険学園の 「地域教育」が持続可能になるために,ぜ ひ

とも工夫 してみてください。

6.変 わ りゆ く東京 ・武蔵野 の気候環 境

三上岳彦

6.1は じめに

成膜学園は都心から約17㎞ 西方に位置 し,東 京23区

の一っである杉並区に隣接 しています。周辺は住宅地で,

南には井の頭公園の緑が憩いの場を提供 してくれますが,

吉祥寺駅に近づくと商店街やオフィスビルが広が り,た

くさんのショッピング客で賑わっています。 しかし,成

膜気象観測所が開設 された1925年 当時は,人 口も少なく

樹林地や畑が広がっていたことでしょう。

東京都心部の変貌 も著しく,今 では東京駅周辺から池

袋,新 宿,渋 谷にいたる商業地区には200mを 超 える高層

ビルが林立す るようになり,幹 線道路は車であふれてい

ます。都心部に位置す る東京管区気象台が観測を開始し

たのが1875年 ですか ら,成瞑気象台は都内ではそれに次

ぐ長い歴史をもつ気象観測所 ということになります。

筆者の専門は気候学で,と くに東京を中心とする大都

市の高温化(ヒ ー トアイランド現象)に ついて,さ まざ

まな気象観測データから,そ の実態やメカニズムの解明

に取 り組んできました。本稿では,そ うした研究の一端

を紹介するとともに,90年 間の歴史を持つ成瞑気象観測

所のデータをもとに東京 ・武蔵野の気候環境とその変化

を明らかにしたいと思います。

6.2ヒ ー トアイランドで高温化する東京都心部

東京管区気象台は1875年 に観測を開始したと述べま

一65一



成 践 大 学 理 工 学 研 究 報 告 Vol.53No.1(2016.6)

したが,実 は過去に何度か露場(観 測場所)を 移転 して

います。最 も長 く続いたのが大手町露場で,1923年 か ら

2014年 まで90年 間,ほ ぼ同 じ場所で観測が行われてき

ました。 ところが,諸 般の事情で2014年12月 から西方

約900mの 皇居 ・北の丸公園に移転 したのです。距離的に

はそれほど離れていないのですが,露 場の周辺環境は,

大手町のビル街から北の丸の公園緑地へと大きく変わっ

てしまいました。

移転する2年 半前から,両 地点で並行 した気象観測が

行われ,そ のデータが公開されています。それによると,

大手町露場より北の丸露場の方が,年平均気温で約0.9℃

低 くな り,とくに日最低気温は1.4℃ も低く観測されたの

です。わずか900m離 れただけで,こ れだけの温度差が出

たのはなぜでしょうか?
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図10東 京都心部(東 京管区気象台)の夏期(7月,8月)

の気温日変化

その理由として,大 きく2つ の要因が考えられます。

1つ は,人 工排熱量の違いです。大手町露場の周辺オフ

ィスビルや首都高速道路を走る車からは,大 量の人工排

熱が出されるため,こ れが大気を加熱 します。2つ 目は,

大手町周辺市街地のコンクリー ト建造物やアスファル ト

舗装道路など,人 工的な表面物質に取 り囲まれた周辺環

境で,と くに夏の 日射で温められ蓄えられた熱が夜間に

放出されるため気温が下が りにくく,熱 帯夜の 日数を増

やすことにな ります。

観測場所は同じでも,長 い年月がたって周辺環境が大

きく変貌すると,類似の気温変化が見 られます。例えば,

東京都心部(東 京管区気象台)の 夏期(7E,8月)の 気

温 日変化を,昔 から現在まで年代を追って比べてみると,

その変化が明瞭に読み取れます(図10)。20世 紀初め

(1901-1905年)は 日平均で23.6℃,明 け方の最低気温は

21℃ でしたが,100年 後の21世 紀初め(2000-2004年)

には 日平均で3℃ 以上,最 低気温は4℃ 近くも上昇 して

います。 このことから,東 京都心部では過去100年 間に

都市化の進展で,人 工排熱が強まるとともに,中 高層 ビ

ルの増加や地表面の人工化などによってヒー トアイラン

ドが著 しく進行 したことがわかります。

6.3都 市内緑地のクールアイランド効果

巨大都市東京の中にも,皇 居をはじめ,明 治神宮,新

宿御苑など大規模な緑地が残 されてお り,都 市の高温化

を緩和するのに貢献していると考えられます。筆者 らの

観測から,都 内に分布す る10～100ヘ クタール規模の公

園緑地では,夏 に緑地内の気温が周辺市街地よりも2～

4℃低 くなるクールアイラン ド効果が明らかになりまし

たが,さ らに風が吹くと風下側に緑地内の冷気が流れ出

したり,晴 れた夜間に緑地内の冷気が周辺市街地に広が

る「冷気にじみ出し」現象も確認されています。図11は,

目黒の自然教育園(約20ヘ クタール)で 観測されたクー

ルアイラン ド効果 と冷気のにじみ出しを示したものです。

29
南側市街地1北 側南街地　　

ξ襲三訴窯
20

19SA
O100200300400500600700800900100011001200

距Pt(m)

図11目 黒 自 然 教 育 園 に お け る 夜 間 の 気 温 南 北 断 面

(2012年9月7日18:00～8日2=00)

(清 水 昭 吾 原 図)

6.4成 践学園のある武蔵野市は都市か郊外か?

はじめにも述べたように,成 膜学園は周辺を閑静な住

宅地で囲まれ,井 の頭公園や街路樹,住 宅地の樹木など,

緑が比較的多く,ど ちらかと言えば郊外的な要素が強い

ように思われます。 しかし,吉 祥寺駅周辺はビルや商店

が軒を連ね,都 内とあまり変わらない景観 を呈していま

す。都市気候環境の面から見た場合,は たして武蔵野市

は都市なのか郊外なのか,と い う素朴な疑問がわいてき

ます。

そこで,東 京管区気象台(大 手町)と 成瞑気象観測所

(吉祥寺)の 観測データをもとに,過 去88年 間(1926-

2013年)の 気温の変化を比較 してみました。まず,年 平

均気温の変動傾向を示 したのが図12で す。5年移動平均

したグラフの線(太 線)は,大 手町,吉 祥寺ともにほぼ

同じ変化をしており,100年 間あた りの気温上昇率も約

3℃ と差がありません。ただ興味深いことに,2000年 以
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降,大 手町の気温は頭打ちで上昇が止まったように見え

ますが,吉 祥寺の気温はさらに上昇傾向が顕著になって

います。
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図12東 京都心と吉祥寺の年平気温変動(1926-2013年)

さらに,1年 でもっとも寒 くなる1月 の最低気温につ

いて,両 地点の気温変化を比べてみると,図13で 示すよ

うに年平均気温とは異なる変化傾向が認められます。 と

くに1980年 代後半にジャンプするように上がった気温

が,1990年 以降,都 心部では上昇傾向が止まり,吉 祥寺

ではやや低下傾向に転じていることがわか ります。なぜ

冬の最低気温が吉祥寺で下が り始めたのか,そ の理由は

わか りません。都市的要因の大きな大手町で最低気温の

低下傾向が抑制されていると解釈できないこともあ りま

せんが,今 後の検討課題 としたいと思います。

最後に,年 間でもっとも暑い8月 の最高気温の変動を

比較してみましょう(図14)。 冬の最低気温とは異な り,

両地点の気温差は最大でも1℃ 程度で,大 手町の方が吉

祥寺よりもやや高めですが,近 年は都心も吉祥寺も差が

無く,1990年 以降は気温が上昇傾向にあ り,と くに2000

年以降の気温上昇率は吉祥寺の方が大手町より大きくな

っています。

以上のことから,成 瞑学園のある吉祥寺の気候環境は

都市か郊外かとい う疑問に直接答えを出すことは難 しい

でしょう。過去100年 間の気温上昇率が約3℃ で大手町

と変わらないとい う点では都市であると言えるし,冬 季

の最低気温が平均2～3℃ 低く,近 年その差が大きくなっ

ているとい う点では郊外と言えるかもしれません。
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6.5お わ りに

本稿はESD成 瞑フォーラムの 「持続可能な開発のため

の教育」とい う趣 旨とは必ずしも整合 しない内容となっ

てしまいましたが,90年 の歴史を持つ成瞑気象観測所の

データを有効活用 させていただいたとい う点で,少 しは

フォーラムに貢献できたのではないかと思います。はじ

めにも述べましたが,100年 近い長期の気象観測データ

を有する観測所は,都 内では気象庁管轄の東京管区気象

台と成険気象観測所の2カ 所しかなく,地 球温暖化やヒ

ー トアイラン ドの研究にとっても大変貴重な存在です。

今後 とも,長 期にわたって成険気象観測所が継続的な観

測を続けられ,精 度の高い気象情報の発信源 として研究

教育に貢献 され ることを願ってやみません。
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7.む す び

以上,2016年3月26日 に開催した 「ESD成瞑フォー

ラム2016」 の開催までに至った経緯,趣 旨,当 日の報告

内容の概略を記載してきた。

開催当 日は,小 中高がすでに3学 期の修業式後となっ

ていること,大 学も19日 の卒業式後の閑散期に入って

しまったこと,ま た,「武蔵野地域 自由大学(東 京女子大

学を含む5大 学が提供する武蔵野市民の生涯学習の場)」

の称号記授与式の 日程が重なってしまったこともあ り,

当初期待していた人数とはならなかったが,そ れでも開

催関係者を含め70名 程度の参加者が得 られた。

本稿を通じて記録をまとめるなかで改めて見えてきた

ことは,か いつまんで言えば,筆 者らが提起 した取 り組

みは方向性 として間違っておらず,今 後も積極的に推進

すべき事業であるとい うことである。小学校から大学(大

学院)ま での構成員が世代を越えて,日 々の成果を披露

しあ うとい うことは,言 うまでもなく自己の力を高め自

己を確認 しつつ,各 自の広い視野を醸成 していくことで

ある。また,地域とい う場で学んだことから何らかの「知」

を生み出し,そ れを地域へと再び還元 していくことは教

育機関の社会的責任の一つであろう。そして,ESDと い

うのは決して小学生から大学生までの児童 ・生徒 ・学生

の学びだけのためのあるのではなく,社 会教育,生 涯教

育にも通じる概念である。とくに今回の武蔵野の気候環

境変化とい うテーマは誰にも興味をもっていただきやす

い内容であった。地域の方々に学校での学びを感 じてい

ただ くいただ く重要な機会であり,本 学園の卒業生の

方々にとっても,原 点に回帰していろいろなことに思い

を巡らせていただく大事な機会である。

今回のイベントが学園内での学び合いなのか,市 民へ

の情報発信だったのかが分か りにくかったとい う意見が

参加者のなかからも聞かれた し,実 際,筆 者らもそのよ

うに感 じないことはない。しかし,お そらくは,小 金澤

コメントにもあったように学園内の連携と地域との連携

とい う両輪が必要不可欠であ り,そ れによるシナジー効

果を期待するのがESDの 本 旨なのであろう。

幸いにして,成 膜学園には,気 象観測所の90年 に及ぶ

観測実績,そ して,小 学校の開設以来の1世 紀に及ぶ栽

培活動を始め,小 中高を中心にさまざまなESD的 取 り組

みが積み重ねられてきた。これらは,史 料館のなかにあ

るものとい うよりは,全 てが現在進行形の取 り組みであ

る。成膜大学でも,こ の10年 の間に,環 境活動,ボ ラン

ティア活動,プ ロジェクト型授業の実践など,や はりESD

的実践力を高めてきた。まさにこれらを総体としていか

に見せ て,よ りアクテ ィブな ものに してい くか とい うこ

とは学 園のブ ランデ ィングに も直接 的に関 ろ うし,こ の

学 園に働 くもの,学 ぶ もののアイデ ンテ ィテ ィ,モ テ ィ

ベ ーシ ョンに も結 びついて くる。 また本 来,国 際教育の

推進 と相補 的な位置付 けがな され るべ き もので もあ る。

そ して,こ うした取 り組 み 自体のサステ ィナ ビ リテ ィ

を高めるには,推 進力 とな る組織 の設 置 をは じめ,ユ ネ

ス コスクール への参 画,カ リキ ュラム上への位 置付 けな

ど,い くつかの制度上 ・組 織上の対応 は不可欠であ ろ う。

なお,学 校 間連携 強化 タス クフォース ・チームでは,

本 イベ ン トの第2回 「ESD成 膜 フォー ラム2017(仮 称)」

の開催 を2017年4月2日 の成膜桜祭 の 日に計画 してい

る。

〔付記〕本稿は,3名 の講演者からお寄せいただいた講

演要 旨を取 り込む形態で,フ ォーラム全体の開催記録 を

小 田,財 城,池 上の責任でまとめたものである。 当日ご

登壇下さった皆様方,大 学ボランティア支援センターの

関係各位はじめ本企画の推進にご協力くださった方々,

当日ご参加 くださった方々に謹んで御礼 申し上げます。
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